
令和６年第２回定例会 

菰野町との定住自立圏形成協定の締結について、「連携に期待すること」、
「連携することに心配なこと」など、御意見をお寄せください。 

【定住自立圏とは？】 

　　定住自立圏は、地方圏において、三大都市圏と並ぶ人口定住の受け皿として形成

される圏域です。 

　　定住自立圏の形成にあたっては、医療や買い物など住民生活に必要な機能につい

て一定の集積があり、周辺の市町の住民もその機能を活用しているような都市が

「中心市」となり、圏域全体において中心的な役割を担うことを想定しています。 

※今回の場合、「中心市」はいなべ市。 

　　「中心市」が周辺の市町と役割分担した上で、ＮＰＯや起業など民間の担い手と

も連携して生活機能の確保のための事業を実施し、人口定住を図っていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議会では、協定

の是非について

議決します。



【菰野町と連携しようとする事項は？】議案書抜粋 

１　生活機能の強化に係る政策分野 

(1)医療：医療体制の充実 

　(2)福祉：子育て支援体制の充実 

　(3)産業振興：広域的な観光振興の推進 

　(4)環境：広域連携による持続可能な循環型社会の構築 

 

２　結びつきやネットワークの強化に係る政策分野 

(1)地域公共交通ネットワークの充実 

　(2)道路等の交通インフラの整備：幹線道路、生活道路の整備 

　(3)地域の生産者や消費者等の連携による地産地消：地場産品の地産地消の推進 

　(4)その他結びつきやネットワークの強化に係る取組：デジタル技術の相互利活用 

　 の促進 

 

（３）圏域マネジメント能力の強化に係る政策分野 

(1)圏域内市町の職員等の交流：人材育成の推進 

 

取組内容

１ 三重北医療センター（いなべ総合病院及び菰野厚生病院）の運
営を支援することで、救急医療体制を確保し、休日及び夜間にお
ける急患診療体制の充実を図る。 

２ 関係機関と協議を進めることで、住民が安心して医療を受けら
れる体制の充実を図る。

 
取組内容  安心して子どもを産み育てる環境を整備することで、子育て支援

体制の充実を図る。

 
取組内容

 鈴鹿山脈でつながる山辺の資源を活用し、観光振興による誘客
（インバウンドを含む。）、新たな観光商品等の開発に取り組むこと
で、関係人口の増加を図る。

 
取組内容

 それぞれが設置している一般廃棄物等処理施設は、建設から年数
が経過し老朽化が進んでいるため、施設を統合することで、機能強
化及びコスト削減を行い、持続可能な循環型社会の構築を図る。

 
取組内容  それぞれが確保している交通手段の連携等を行うことで、地域公

共交通の利便性向上及び利用促進を図る。

 
取組内容  広域的な視点で幹線道路及び生活道路の整備を行うことで、物流

の円滑化及び住民の利便性の向上を図る。

 
取組内容  豊かな田園の資源を活用し、生産者、消費者等の連携を行うこと

で、地場産品の地産地消の推進を図る。

 
取組内容  デジタル技術の相互利活用を促進することで、事務の効率化及び

行政コストの削減を図る。

 取組内容  合同職員研修等を実施することで、職員等の資質向上を図る。


